
日本天文学会2011年秋季年会

W66a

ASTRO-H衛星搭載軟ガンマ線検出器用ファインコリメータの試作品性
能評価
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2013年度に打ち上げ予定の ASTRO-H衛星には、10-600 keV帯域という高エネルギー光子の観測を目的とし
て軟ガンマ線検出器 SGDが搭載される。SGDは BGOシンチレータ内に半導体コンプトンカメラを収めた構造
をしており、約 10 度の視野外から来たとみなせるイベントをバックグラウンドとして除外する。SGDは非撮像
型検出器であるため、観測対象天体以外からの信号 (近傍の天体や宇宙背景X線放射)の混入を低減する必要があ
る。このためファインコリメータ (FC)と呼ばれる、金属コリメータを検出器前面に配置する。FCは鉛直方向約
300 mm、格子幅約 3.2 mmのメッシュ構造をしており、視野を半値幅 30 分に絞ることで、150 keV以下おいて
さらなる高感度を実現する。
我々は FC試作品の性能を評価するために、可視光による透過率測定および表面形状測定を行った。透過率測

定の結果、可視光による間接的な方法ではあるが、目標の 80 %程度の透過率を達成していることが分かった。さ
らに表面形状の精査により、現状のデザインの問題点と性能改善の指針も得られた。今後は衛星搭載時に予想さ
れる振動に耐えうるか試験するための振動試験と、絶対透過率を測定するためのX線ビームによる試験を行う予
定である。
本講演ではこれらの試作品評価試験の結果を報告する。


